
どんな研究 どこが凄い めざす未来

関連文献

Oguri & Kawanaka Lab.  Aichi Prefectural University

16

光電容積脈波によるカフレス血圧推定

～計測姿勢生体信号に基づいた光刺激による生体誘導の研究～
14

皮膚へ緑色LED光を当てて反射光

を計測し，圧迫感なく連続的に血

液量の変化(脈波)を取得すること

ができます．取得した脈波と，カ

フ式血圧計で計測した血圧値の関

係を分析することで，脈波から血

圧を推定する研究を行っていま

す．

従来のカフ式血圧計とは異なり小

型の光センサを使用している事か

ら計測部位を圧迫せずに簡便に計

測する事が出来ます．緑色のLED

によっての血液量の変化を計測

し，血圧値によって変化する脈波

波形から血圧値を推定します．

ウェアラブルデバイスやスマート

フォンにセンサを組み込む事で，

手軽かつ長時間の血圧変化を測定

します．さらに，日常の様々な場

面での血圧値を計測・解析する事

で，日常の健康モニタリングに役

立てます．
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